


















The community design from temporary housing to disaster recovery public housing 
– Activity on Asto-Ngamachi temporary housing in Sendai –
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　　Asto-Nagamachi temporary housing was formed by victims came from various areas. They 
made up mutual aid community. The authors designed the disaster recovery public housing by 
participatory planning to maintain community. But Sendai-city did not adopt ours plan. This 





















































5 ふれあいサロン　PSC 見守り カスタマイズ支援　各開始
6 ２次入居開始　164 世帯に　




































復興住宅 WS ① 7/21
復興住宅 WS ② 8/18
復興住宅 WS ③ 9/26
復興住宅 WS ④ 10/28
シンポジウム 11/18
パネル展示会 11/24
復興住宅 WS ⑤ 12/22
住宅見学 1/10-13
復興住宅 WS ⑥ 1/27
































































　なお，公募買取事業には 30 件，2,480 戸の計画応募があり，そのうちの 17 件 1,381 戸が
採択となり，あすと仮設から 500m 以内の範囲にも３箇所建つことになった。いずれにし
ても，あすと仮設のコミュニティの維持は不透明な状況となった。
　不採択の結果を受けて，４月上旬にあすと仮設で報告会を開催し，多くの居住者が集まっ
たが，無念のあまり涙を流す人も少なくなかった。それでも，今後も取り組みを続けて，
コミュニティ（共助機能）を維持する方法について検討を続けることが確認された。
７．復興に向けたコミュニティ・デザイン
　参加型デザインの第一人者である R.T. へスター文３は，住民が参加することで計画を公
正なものにしていくことをコミュニティ・デザインと呼んだ。そして，そのプロセスは，
自尊心や社会的絆を高め，人々を力づけると言っている。だとすると，災害復興のプロセ
スほど，コミュニティ・デザインの実践が必要な機会はないように思われる。しかしなが
ら，現状は往々にして行政主導によりスピード重視の復興が進められており，被災者の声
は表面的にしか反映されていない。筆者は一連の取り組みの過程において，仙台市の担当
部局の職員（幹部クラス）や市議会議員に協力や理解を求めてきた。その場では感触のよ
い返答がありながら，結果的にはゼロ回答となった。こうした実態を各種メディアも取り
上げ，復興公営住宅は「誰のものなのか」と問いかけた（図４，５）。
　今回の一連の出来事を少し俯瞰しながら振り返ってみるならば，「公共とは何か」といっ
た問いが頭に浮かぶ。仙台市はスピード重視のなか，コミュニティ・デザインの意義を評
価できる余裕もなく，むしろマイナス評価を下している。確かに，公平・公正という大命
題からすれば，ある特定の人々を優先させる決断は難しかったのかもしれない。しかしそ
の一方で，コミュニティが崩れれば，これからの時代にとって最も重要な社会資本の一つ
である共助機能が失われていくのである。それは公共の福祉を損ねる結果を招く。こうし
た公共概念の矛盾を解きほぐしながら，災害復興プロセスにおけるコミュニティ・デザイ
ンの方法論を組み立ててく必要性をつとに感じているところである。あすと仮設のコミュ
ニティ維持の活動をサポートし続けながら考えていくことにしたい。
42
43仮設から復興住宅へのコミュニティ・デザインの実践（新井）
図４．審査結果を伝える新聞記事〈毎日新聞，2013. 3. 20〉
図５．日経アーキテクチュア（2013. 10. 24）に掲載された採点表
補注：
あすと仮設の復興住宅プロジェクトに参加している住まいまちづくりの専門家は，筆者以外に松富謙一・
CASE まちづくり研究所，小杉学・東北工業大学，藤岡泰寛・横浜国立大学等である。
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